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円
減
額
の
35
億
円
、
交
付
税
の
減
額

分
を
補
う
臨
時
財
政
対
策
債
は
前
年

度
に
比
べ
２
８
０
０
万
円
減
額
の

２
億
６
１
０
０
万
円
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
合
併
初
年
度
は
、

旧
町
そ
れ
ぞ
れ
継
続
事
業
の
実
施
や
、

合
併
前
の
差
異
の
解
消
の
ほ
か
、
道
路

改
良
や
港
湾
整
備
な
ど
積
極
的
な
予
算

編
成
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
結
果
、
一
般
会
計
当
初
予
算
は

総
額
81
億
１
４
０
０
万
円
と
な
り
、
旧

両
町
の
平
成
17
年
度
当
初
予
算
の
合
算

と
比
較
す
る
と
、
１
億
８
４
７
１
万

円
の
増
額
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
財

源
不
足
を
補
う
た
め
財
政
調
整
基
金

２
億
８
０
０
万
円
を
充
て
た
と
こ
ろ
で

す
。
ま
た
、
各
特
別
会
計
を
含
め
た
予

算
の
総
計
は
１
４
０
億
円
と
な
り
ま
し

た
。

●
具
体
的
な
施
策

産
業
振
興
は
本
町
発
展
の
根
源
を

な
す
も
の
で
す
。
な
か
で
も
農

業
に
つ
い
て
は
、
安
心
・
安
全
で
高
品

質
な
農
畜
産
物
の
供
給
を
市
場
か
ら
求

め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
た
め
に
は
生
産

基
盤
や
農
村
環
境
の
整
備
を
進
め
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
高
齢
化
に

伴
う
生
産
活
動
の
省
力
化
促
進
、
担
い

手
育
成
が
急
務
で
す
。
そ
こ
で
、
畑
地

帯
総
合
整
備
事
業
蔵
之
元
地
区
、
中
山

間
地
域
総
合
整
備
事
業
東
南
部
地
区
、

農
地
防
災
事
業
浦
底
地
区
、
山
寺
地
区

基
盤
整
備
促
進
事
業
、
口
之
福
浦
地
区

基
盤
整
備
事
業
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

　

林
業
振
興
に
つ
い
て
は
、
県
単
林
道

白
瀬
線
開
設
事
業
、
特
定
離
島
ふ
る
さ

と
お
こ
し
推
進
事
業
林
道
獅
子
島
線
の

整
備
を
行
う
と
と
も
に
、
有
害
鳥
獣
対

策
に
も
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

水
産
業
に
つ
い
て
は
、
三
船
漁
港
と

蔵
之
元
漁
港
の
交
付
金
事
業
に
よ
る
物

揚
場
、
道
路
の
整
備
や
、
福
ノ
浦
地
区

の
広
域
漁
港
整
備
事
業
に
よ
る
漁
礁
設

置
を
行
い
、
生
産
基
盤
の
強
化
を
図
り

な
が
ら
、
本
年
度
か
ら
離
島
漁
業
再
生

支
援
交
付
金
事
業
に
よ
り
獅
子
島
地
区

漁
業
の
活
性
化
支
援
を
行
い
ま
す
。

　

商
工
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
観
光

協
会
は
統
合
、
商
工
会
に
つ
い
て
て
も

本
年
度
合
併
を
目
指
し
て
い
ま
す
の

で
、
こ
れ
ら
団
体
と
連
携
を
と
り
な
が

ら
活
力
あ
る
商
店
街
の
形
成
を
目
指
し

ま
す
。
ま
た
、
各
種
大
会
等
の
商
品
は

地
元
商
店
の
商
品
券
と
す
る
な
ど
町
内

全
域
の
活
性
化
に
努
め
ま
す
。

●
交
通
網

交
通
網
の
整
備
は
、
町
民
の
生
活

安
全
、
利
便
性
、
さ
ら
に
経
済

活
動
に
と
大
き
く
影
響
し
ま
す
。

　

県
道
に
つ
い
て
は
、
長
島
宮
ノ
浦
港

線
の
本
町
地
区
の
促
進
お
よ
び
平
尾
地

区
の
採
択
、
葛
輪
瀬
戸
線
本
浦
地
区
の

促
進
、
そ
れ
に
、
川
床
平
尾
線
の
採
択

に
つ
い
て
強
力
に
働
き
か
け
て
い
き
ま

す
。

　

町
道
に
つ
い
て
は
、
平
尾
浜
漉
線
、

川
床
梅
ノ
木
山
線
は
交
付
金
事
業
で
、

北
方
崎
線
、
白
瀬
本
浦
線
な
ど
町
単
独

路
線
に
つ
い
て
は
、
合
併
特
例
債
、
過

疎
対
策
事
業
債
お
よ
び
辺
地
対
策
事
業

債
を
活
用
し
、
改
良
を
行
い
ま
す
。

　

港
湾
に
つ
い
て
は
、
本
浦
港
、
唐
隈
・

浜
漉
港
、
獅
子
島
港
を
交
付
金
事
業
や

国
庫
補
助
事
業
に
よ
り
整
備
を
促
進
し

ま
す
。

●
保
健
福
祉

福
祉
行
政
の
根
幹
を
な
す
福
祉
事

務
所
の
開
設
に
つ
い
て
、
県
と

の
協
議
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す

が
、
今
年
度
中
に
職
員
研
修
な
ど
準
備

作
業
を
行
い
、
平
成
19
年
４
月
に
県
か

ら
事
務
の
委
譲
を
受
け
、
福
祉
事
務
所

の
業
務
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、
町
民
の
需

要
に
迅
速
に
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

　

高
齢
者
福
祉
に
お
い
て
は
、
温
泉
入

浴
券
の
支
給
や
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
を

充
実
し
、
き
め
細
か
な
対
策
を
推
進
し

ま
す
。ま
た
、シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

や
老
人
ク
ラ
ブ
の
活
動
支
援
に
よ
り
、

健
康
と
福
祉
の
両
面
か
ら
高
齢
者
の
社

会
参
加
促
進
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。
ま

た
、
本
年
４
月
発
足
し
た
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
介
護
支
援
及
び
介

護
予
防
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

障
害
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、
障
害
を

持
つ
人
が
地
域
社
会
の
中
で
安
全
で
安

心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
障
害
者
支
援

費
制
度
に
よ
り
、
施
設
支
援
、
居
宅
支

援
の
充
実
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

児
童
福
祉
に
つ
い
て
は
、
全
国
的
な

少
子
化
の
中
、
次
世
代
育
成
支
援
計
画

に
基
づ
き
、
将
来
の
長
島
を
担
う
子
ど

も
た
ち
を
育
む
環
境
の
整
備
に
努
め
ま

す
。

　

保
健
予
防
に
つ
い
て
は
、
生
活
習
慣

病
予
防
の
啓
発
を
進
め
、
疾
病
の
早
期

発
見
、
早
期
治
療
の
た
め
定
期
健
康
診

断
の
充
実
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
医
療

の
充
実
の
た
め
、
診
療
所
の
診
療
体
制

整
備
に
努
め
ま
す
。

●
環
境
衛
生

ご
み
の
減
量
化
に
つ
い
て
は
、
町

民
の
理
解
も
高
ま
っ
て
き
ま
し

た
。
衛
自
連
と
の
連
携
に
よ
る
分
別
収

集
、
減
量
化
の
徹
底
を
図
り
つ
つ
、
可

燃
物
の
週
２
回
収
集
を
実
施
す
る
こ
と

で
、
環
境
に
や
さ
し
い
資
源
循
環
型
社

会
の
構
築
を
進
め
ま
す
。

　

生
活
排
水
処
理
に
つ
い
て
は
、
合
併

協
議
の
中
で
決
定
さ
れ
た
、
各
地
区
毎

の
処
理
方
法
に
従
い
、
事
業
推
進
を
図

り
、
水
質
浄
化
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

簡
易
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
水
道

水
の
安
定
供
給
が
第
一
で
す
が
、
旧
両

町
の
料
金
統
一
が
な
さ
れ
て
い
な
い
た

め
、
今
年
度
中
に
研
究
を
行
い
、
料
金

体
系
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

●
教
育

「
住
民
が
誇
り
に
思
え
る
個
性
あ

る
教
育
の
充
実
」
を
念
頭
に
、

心
豊
か
な
人
間
の
形
成
、
生
涯
学
習
、

ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
、
薫
り
高
き
文
化
の

醸
成
に
努
め
ま
す
。

　

幼
児
教
育
に
つ
い
て
は
、
預
か
り
保

育
、
地
域
の
特
性
を
活
か
し
た
教
育
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
よ
り
、
個
性
あ
る
幼
児
教

育
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

小
中
学
校
に
つ
い
て
は
、
校
舎
の
耐

震
調
査
を
行
い
、
整
備
計
画
を
策
定
し

て
対
策
を
図
る
な
ど
安
全
に
万
全
を
期

し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
パ
ソ
コ
ン
を

活
用
す
る
な
ど
基
礎
的
学
力
の
向
上
に

努
め
ま
す
。

　

生
涯
学
習
に
つ
い
て
は
、
社
会
教
育

や
社
会
体
育
事
業
を
拡
充
し
町
民
の
学

ぶ
環
境
を
提
供
し
て
い
き
ま
す
。ま
た
、

文
化
ホ
ー
ル
で
は
、
自
主
文
化
事
業
を

充
実
し
、
町
民
が
都
市
部
に
負
け
な
い

よ
う
な
芸
術
鑑
賞
の
機
会
を
作
っ
て
い

き
ま
す
。

　

施
設
整
備
に
つ
い
て
は
、
総
合
町
民

体
育
館
の
駐
車
場
を
拡
張
し
、
大
会
誘

致
を
行
う
な
ど
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
、
競

技
ス
ポ
ー
ツ
、
イ
ベ
ン
ト
ス
ポ
ー
ツ
な

ど
、
地
域
商
業
振
興
と
の
一
体
化
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

●
合
併
関
連
事
業

新
生
長
島
町
の
限
り
な
い
発
展
を

願
い
、
町
民
の
責
務
を
定
め
る

町
民
憲
章
を
制
定
し
、
長
島
町
の
色
を

町
民
が
共
有
し
、
広
く
社
会
へ
ア
ピ
ー

ル
す
る
た
め
、
町
の
花
、
町
の
木
等
を

定
め
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
町

民
が
一
体
と
な
っ
た
ま
ち
づ
く
り
を
誓

う
た
め
、
長
島
町
誕
生
記
念
式
典
を
挙

行
し
ま
す
。

　

以
上
、
町
の
貴
重
な
財
源
を
有
効
に

活
用
し
、
最
大
の
行
政
効
果
を
あ
げ
る

た
め
、
職
員
一
丸
と
な
っ
て
努
め
て
い

き
ま
す
の
で
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
切
に
お
願
い
し
ま
す
。


